
総合型選抜 ＊国際コミュニケーション学部　英語学科対象 総合型選抜 ＊地域政策学部対象

国際コミュニケーション学部英語学科特別入試 専願制

●英語4技能(Listening,Speaking,Reading,Writing)の向上に積極的に取り組み、
　国際社会での活躍をめざす方を対象とする専願制入試ポイント

紙出願 地域政策学部プレゼンテーション入試 専願制

●総合的な探求の時間における活動や、起業計画の作成・実現、NGO・NPO活動、
　ボランティア活動など、地域社会での実践的活動を活用できる専願制入試ポイント

紙出願

■ 入学検定料

35,000円
■ 入学検定料

35,000円

学部・学科 募集定員 志願者数 受験者数 合格者数 倍率
（受験者/合格者）

出願資格 選考方法・配点

次の①～④を満たすこと。
①2026年3月に日本（海外の在外教育施設を含む）の高等学校（特別支援学校の高等部も含む）または
　中等教育学校卒業見込みの者、または本学において個別の入学資格審査により、高等学校を卒業する
　見込みの者と同等以上の学力があると認めた者
②本学専願者（本学を第1志望とし、合格者は必ず入学すること）
③高等学校（特別支援学校の高等部も含む）または中等教育学校の全体の学習成績の状況が3.5以上の者
④次のa～iいずれかに該当し、証明書によりスコア・級等を証明できる者
　（ただしTOEIC®-IPおよびGTEC アセスメント版は除く）
 a. 実用英語技能検定  2級以上合格者（英検S-CBT（英検CBT含）も対象とします）
 b. ケンブリッジ大学英語検定試験  140以上取得者
 c. 国際連合公用語英語検定試験  B級以上合格者
 d. TOEFL-iBT®  48以上取得者
 e. TOEIC®L&R  550以上取得者
 f . TOEIC®L&R ＋TOEIC®S&W  790以上取得者
 g. GTEC  930以上取得者
 h. TEAP  250以上取得者
 i . IELTSTM  4.0以上取得者
　＊TEAPは4 技能（Listening, Speaking, Reading, Writing）で受験することが必要。TEAP CBTは対象としません。
　＊2023年4月以降に取得したスコア等を対象とします
　　（ただし、出願時において有効期限内のもの、オフィシャルスコアに限る）。

○調査書　20点
　全体の学習成績の状況を4倍した数値を得点とします。
　　　　　＋
○資格点　50点【別表】
　複数のスコア・級がある場合には上級のものを採用
　　　　　＋
○英文読解問題および150語程度の英文エッセイ　100点
　　英文読解問題：英語および日本語の記述式
　　英文エッセイ：設問について150語程度
　　　　　＋
○面接[個人]　50点
　　志望理由書の内容等に関する英語および
　　日本語による口頭試問

上記による総合判定（220点満点）

世界の人 と々心からわかり合い、多彩な領域で活躍するための英語力を。

【別表】
英語能力
試験資格点

実用英語
技能検定

ケンブリッジ大学
英語検定試験

国際連合公用語
英語検定試験 TOEFL-iBT® TOEIC®L&R TOEIC®L&R＋

TOEIC®S&W GTEC TEAP IELTSTM

10点 2級 140-159 B級 48-71 550-780 790-1090 930-1179 250-308 4.0-5.0

30点 準1級 160-179 A級 72-94 785-940 1095-1300 1180-1349 309-374 5.5-6.5

50点 1級 180以上 特A級 95以上 945以上 1305以上 1350以上 375-400 7.0以上

2年次から希望進路に応じて選択できる3つのコース

英語自体に関心を持ち
英語運用能力も高めたい

▶Language Studiesコース

入試要項

出願資格・選考方法・配点

前年度入試結果

学部・学科 募集定員 出願期間 試験日 試験場 合格発表日

国際コミュニケーション学部 英語学科 9
2025年9月22日（月）

▼
　2025年9月30日（火）必着

10月19日（日） ＜本学＞
名古屋 11月4日（火）

出願資格 選考方法・配点

次の①～④全項目に該当する者。
①2026年３月に日本（海外の在外教育施設を含む）の高等学校（特別支援学校の高等部も含む）または
　中等教育学校卒業見込みの者、または本学において個別の入学資格審査により、高等学校を卒業する
　見込みの者と同等以上の学力があると認めた者
②本学専願者（本学を第１志望とし、合格者は必ず入学すること）
③高等学校（特別支援学校の高等部も含む）または中等教育学校の全体の学習成績の状況が3.0以上の者
④総合的な探求の時間における活動や、起業計画の作成・実現、NGO・NPO活動、
　ボランティア活動など、地域社会での実践的活動に積極的に取り組んできた者

入試要項

出願資格・選考方法・配点

学部・学科 募集定員

地域政策学部 地域政策学科 10

出願期間 試験場 合格発表日

10月19日（日）

ー 10月1日（水）※1

＜本学＞
豊橋

一次試験 2025年9月1日（月）▶
9月5日（金）必着

二次試験 11月4日（火）ー ※2

国際コミュニケーション学部 英語学科 6 16 16 10 1.6

前年度入試結果

多文化共生時代に大きな力となるのが英語力です。英語学科では「読む・聞く・書く・話す」力を伸ばし、総合的な英語運用能力を養います。その上で英語圏の文化・社会・思想
などを理解し、世界の人 と々対等にわたり合うコミュニケーション能力を育みます。卒業生は企業の海外事業部・国際物流・観光業界・官公庁・英語教員として活躍する他、大
学院へも進学しています。

高度な英語運用能力を養い、言語
文化に対する理解を深めて、国際
社会で対等に語り合えるコミュニケ
ーション能力を向上させます。｢英
語音声学｣｢英語の歴史｣｢Mass 
Media English｣｢日英翻訳法｣｢多
言語習得論｣などを学びます。

グローバル企業や
航空・旅行業界で活躍したい

▶Businessコース
企業の海外事業部門や国際物流部
門、観光業界などでの活躍をめざ
し、高度な語学能力と国際理解力を
養います。
「Tourism and Airline Industries」
「Business Communication」
「日英通訳法」などを学びます。

英語を学ぶ楽しさを伝える
教員をめざす

▶Educationコース
外国語学習の基礎知識と具体的な
教授法を学び、小学校、中学校、高
校および幼児教育において英語教
育を担う人材を養成します。「英語
学概論」「北米の文化と歴史」「イギ
リス文学講読」「アメリカ文学講読」
などを学びます。

〈二次試験〉
一次試験合格者のみ対象

○調査書　50点
　全体の学習成績の状況を10倍した数値を得点とします。
　　　　　＋
○面接（個人）　50点
　　　　　＋
○プレゼンテーション　200点
　　テーマ：「地域社会での活動内容・実績を踏まえて、
　　それを本学部への入学後に、どのような学修を
　　通して発展させ、地域貢献につなげていきたいか」

上記による総合判定（300点満点）

〈一次試験〉
出願書類による判定

※1 書類審査のみのため試験日はありません。　※2 二次試験受験対象者は、一次試験合格者のみとなります。

地域という大きくて抽象的な研究対象に迫るため、5つのコースを設定。また、少人数クラスでの演習や実習など
アクティブ・ラーニングを多く取り入れ、地域の課題を解決するためのスキルを養います。

地域貢献力を持つ人材

まちづくり・文化コース
地域文化に根ざした
未来のまちをつくる

健康・スポーツコース
健康ではつらつとした
地域づくりに向けて

食農環境コース
農業や水産業を活用し
活力ある地域をつくる

公共政策コース
公共マインドを養い、
政策立案能力を磨く

経済産業コース
国際的な観点も交えて
産業振興に取り組む

アクティブ・ラーニング

データサイエンス
Data Science

GIS（地理情報システム）
Geographic Information System

フィールド重視型教育
Field Work

地域を見つめ、地域を活かす

地域を捉える 5つのコース と 3つのスキル

5つのコース

3つのスキル

試験日

ー ※1

学部・学科 募集定員

地域政策学部 地域政策学科 10

合格者数 倍率
（受験者/合格者）

27

28 1.1

16

一次試験

二次試験 1.7

受験者数

32

志願者数

32
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